
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 8 年度の職員募集について（令和 8 年 3 月卒業者対象） 

募集内容 

 募集人数 常勤若干名 

 就業場所 児童養護施設一関藤の園 岩手県一関市山目字館２－５ 

 職種  ①保育士 児童指導員 ②心理担当職員 ③栄養士（調理員） 

 

応募資格 ①保育士・児童指導員任用資格・教員免許（幼小中高）・社会福祉士・社会福祉

主事任用資格・精神保健福祉士                     

②心理学科・学部の大学卒・認定心理士・公認心理士の資格を持つ方 

③栄養士・管理栄養士の資格を持つ方 

④その他 社会的養護、児童福祉、児童養護施設に関心があり、児童指導員等を

目指す方 

  

 給与（初任給） 

項 目 保育士 児童指導員 
心理担当職員 

（大卒者） 
栄養士 

基本給 168,100 177,100 177,100 168,100 

給与改善費 10,086 10,626 10,626  

特殊業務手当 7,800 9,300 9,300  

処遇改善手当Ⅰ 5,000 5,000 5,000 5,000 

処遇改善手当Ⅱ   5,000 5,000 

職務手当    5,000 

従事者手当 9,000 9,000 9,000 9,000 

合 計 199,986 211,026 216,026 187,100 

○諸手当 

通勤手当片道 2 ㎞以上 4,200 円～24,400 円まで 住宅手当 27,000 円まで 扶養手当 

賞与４.５か月（令和 6 年度実績） 期末手当（3 月）400,000 円（令和 6 年度実績） 

○昇給 3,000 円／年 

 

社会保険等 雇用保険、労災保険加入 

      社会保険完備（厚生年金、健康保険、介護保険） 

      退職金制度あり 

      福祉厚生センターソウェルクラブ加入：インフルエンザ予防接種費用全額負担 

 

その他  産休育休の取得実績あり 育児・介護休暇の取得実績あり 慶弔見舞金あり 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

勤務時間 1 か月単位の変形労働時間制 １か月を平均して 1 週間 40 時間以内 

【保育士・児童指導員のシフト表】 

所定労働時間 早番・遅番 始業時間 終業時間 休憩時間 

8 時間 

早 番 5：30 14：30 休憩時間は 60 分。1 回で 60

分の休憩を取ることが難し

い場合は 30分を 2回等に分

けて取ることができる。 

普 通 8：00 17：00 

遅 番 13：00 22：00 

6 時間 

早 番 5：30 12：15 
6 時間を超える場合は 45 分

の休憩時間。 
普 通 8：00 14：45 

遅 番 15：15 22：00 

4 時間 各々必要時間に応じて 4 時間勤務 なし 

休日 保育士・児童指導員 

   １か月の休日日数 4 週 6 休 国民の休日 年末年始休暇 3 日 

   年間休日日数 91 日 

   有給休暇制度あり 初年度 10 日 

 

その他の条件 ・試用期間６か月 

・社会福祉法人ふじの園及び児童養護施設一関藤の園の理念に共感できる 

・心身ともに健全で明朗であること 

・素直で人との関係が良好であること 

・熱意をもって福祉の使命を果たそうとする意欲があること 

 

 応募から採用までの流れ 

 

 

 応募書類 １．大学所定履歴書 ２．卒業見込証明書 3．成績証明書  

４．資格取得見込証明書 ５．健康診断書 

 提出方法 郵送 持参 

 提出先  〒021-0061 

      岩手県一関市山目字館２－５ 児童養護施設一関藤の園 園長 渡部俊幸 宛 

 応募期限及び試験月日 期限は設定しません。採用試験は随時実施します。 

 選考結果 1 週間以内に本人に通知します。 

 施設見学等 施設見学等は随時実施します。ご連絡ください。 

 お問い合わせ先  

〒021-0061 

       岩手県一関市山目字館２－５ 児童養護施設一関藤の園 園長 渡部俊幸 

tel0191-23-1544  fax 0191-23-1545 E-mail：ichi.fujinosono@mirror.ocn.ne.jp 

 

書類の応

募
書類選考

採用試験
の日程調

整
採用試験 選考 結果通知

mailto:ichi.fujinosono@mirror.ocn.ne.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ１ 児童養護施設の職員になろうと思ったきっかけは？ 

Ａさん 宮城県の児童相談所の一時保護の嘱託職員（宿直専門）をしたことが一番のきっかけでし

た。限られた時間の中で、そこで出会った子どもたちと過ごす時間が短すぎて、もっとそ

ばにいてあげたいと思ったことがきっかけです。 

B さん 子どもが好きなのと自分が学生時代にニュースで児童虐待について見ることが多く、とに

かく子どもたちの力になりたいと思ったから。 

C さん はじめは保育園か幼稚園で働きたかったが実習で藤の園に来て、色々な背景を知って、ど

うして助けられなかったんだろう。今の私にできることはと考えた時に自分が家庭から与

えられた愛を家族の温かみを教えることはできると思ったから。 

D さん 実習で業務を経験して子どもたちに近い場所で養育ができることを実感できたから。 

E さん 短大の授業で初めて児童養護施設を知り市内にも施設があることを知りました。虐待で苦

しい思いをしている子どもたちの少しでも力になれることがあればと思い施設職員を目指

しました。 

 

Ｑ２ 藤の園を選んだ理由は？ 

Ａさん 埼玉県の施設と悩みましたが、当時藤の園は大舎制で、これから変わっていくところでし

た。その変化の中に自分も携わっていたいと思い藤の園に決めました。 

B さん 施設全体の雰囲気と実際に話を聞いて。 

C さん 実習で来た時に、掃除をしている時、物を取ってあげた時など小さなことでも子どもたち

と職員が「ありがとう」と言っていたのが全て。 

D さん 職員さんの雰囲気や子どもたちの元気いっぱいな姿に惹かれ働いてみたいと思ったから。 

園長からのメッセージ 

 児童養護施設は家族に替わって子どもをお預かりし、子どもたちの幸せを願いながら 24 時

間 365 日子どもたちの健全な成長を支えているところです。 

 私たちは、子どもたちが自分らしく自分の持っている可能性を最大限に発揮して未来を切り

開いていくことができるようにいつでもどんなときでも子どもたちを支えていきたいと思って

います。 

 私たちは、子どもたちと一緒に過ごし子どもの成長を喜び、そして子どもの成長とともに自

分自身も成長したいと思う職員を求めています。 

 

５人の職員さんへインタビューしました！ 

Ａさん（16 年目 児童指導員 女性）    B さん（８年目 児童指導員 女性） 

C さん（４年目 保育士 女性）      D さん（１年目 保育士 女性） 

E さん（５年目 児童指導員 男性） 

 



E さん 実習をした最終日の出来事です。当時６年生の男児が園の坂をダッシュで帰ってきて「先

生藤の園に来てよ！」と誘ってくれました。ダッシュで帰ってきてくれた思いに応えるべ

く入職を決めました。 

 

Ｑ3 実際に働いてみてどうですか？ 

Ａさん 大学時代に複数の施設をボランティアしたり見学したりしましたが、藤の園が一番掃除が

行き届いていてきれいだと思いました。当時はシスター方も健在だったので、掃除をしっ

かり教わったなーという感じです。1～3 年目ぐらいはしんどいな～とか思うこともあり

ましたが「こんなもん」と思いながらやってきたな～という感じです。 

B さん 関わり方に悩むことはありますが、子どもたちが可愛いです。 

C さん 大変なこと、納得できないことは沢山あるけど、みんな優しく子どもは可愛いし毎日刺激

が沢山で楽しいです！ 

D さん 実習と違う部分も多くあり大変ですが、日々がとても充実しているな～と感じます。何よ

り子どもたちの笑顔が嬉しいです！ 

E さん 正直心が傷つくこともあります。子どもたちからの冷たい言葉や反抗期など、思うように

いかないことも多々ありますが、転地養護や園遊会などの行事では普段と違う笑顔いっぱ

いに楽しむ姿などを見ると安心します。 

 

Ｑ 特に大変だったこと、苦労した、しんどかった出来事は？ 

Ａさん これが大変だったとかは特にないです。児童養護ってこんなもんと思っていたので。でも

辛いと思う時もいっぱいあったのは事実です。 

C さん 理不尽に耐えなければいけない時。 

 

Q どう乗り越えましたか 

Ａさん 当時、１年目の時に主任が現副園長に心身共に支えられました。先輩職員にも相談したり

話を聞いてもらいながら乗り越えてきました。 

C さん 耐えるのをやめた。子どもと対等に感じたことはきちんと伝えるようにした。 

 

Q この仕事のやりがい、魅力は？ 

Ａさん 子どもからの「ありがとう」を言われたとき。よし！まだまだ頑張る！と思えるところ。 

B さん 時間はかかるけど成長を感じられた時。関わり続けて子どもが心を開いてくれた時。 

C さん 子どもが卒園した時。帰ってきた時。やっぱり子どもたちは可愛い。 

D さん 子どもの一番近くで伴奏しながら成長を見届けられることが魅力だと思います。ともに成

長できます。 

Q 就職する前と就職後でギャップはありましたか？ 

Ａさん ギャップはあり過ぎました。でも、この仕事がしたくて就いた職場なので「自分に限界を

決めるな！」と言い聞かせながらやってきました。 



B さん 早番、遅番、宿直と勤務形態に身体が慣れるまでに時間がかかりました。 

C さん 書類が多すぎて子どもと関わる時間が持てない。 

E さん ギャップではないかもしれませんが・・・大学での学びだけでは正直足りないと感じまし

た。自己学習をする中で社会福祉士を目指し働きながら通信で大学に通い社会福祉士の資

格を取りました。少しだけ子どもたちへの支援も広くなったと感じています。 

 

Q これからがんばってみたいこと、挑戦してみたいことはありますか？ 

Ａさん やりたいこと、やってみたいことはありますが、子育てと家庭の両立を考えると臆病にな

っています。 

C さん 目の前にあることを確実に。個人のレベルアップと主任としてのレベルアップ！ 

 

Q 就活生に何かアドバイスはありますか？ 

Ａさん 技術も知識も大事なことですが、最終的には精神力だと思います。やり抜く力、諦めない

気持ちが大事です。 

 

Q 最後に施設への就職を目指している方へのメッセージ 

Ａさん 楽な仕事はありません！ 辛いことの方が多いかもしれませんが、長く続けることで見え

てくる楽しさが沢山あるのが施設で働くことのメリットだと思います。 

C さん 人としてレベルアップできます！大変だけど毎日楽しくやってるよ♪ 

E さん 大学等で勉強することはほんの一部で、現場で学ぶことが大半です。発達障がい等の課題

を抱えている子も多くいます。市販の本を読んだり、ネットで調べたりし、特性や支援方

法を少しでも勉強しておくと支援のヒントになると思います。 


